
～ 令和　7年　11月　30日

（対象者数） 7人 （回答者数） 4人

～ 令和　7年　11月　30日

（対象者数） 6人 （回答者数） 6人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

立場関係なく、それぞれが思うことを対等に話すことのでき
る雰囲気づくり

2

全年齢の児童が楽しめる活動作り

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

イベントや交流会を行う。

2

アンケートなどを定期的に配布する。

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ヒトツナ松阪教室

○保護者評価実施期間 令和　7年　11月　17日

○保護者評価有効回答数

令和　7年　11月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7年　12月　19日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との交流が少ない。 イベントや交流会をあまり行っていない。

保護者様からのフィードバックが少ない。 意見を貰う機会がない

職員同士の情報共有や連携がとれている。 朝礼を行い、スタッフの意見を聞く。

5領域を押さえたオリジナルの活動プログラムを組み行ってい
る。

毎月、来月の活動についてスタッフで話し合い、スタッフがペ
アを組み内容を作成。作成後、スタッフ全員に意見を貰うこと
で全員が納得する活動を作る。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


